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９月定例会で認定されました

平
成
18
年
度
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
他
15
特
別
会
計
、
及
び
上
水

道
事
業
、
病
院
事
業
会
計
の
決
算
が
、
９

月
定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
、
ま
ち
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
使
い
道
は

正
し
か
っ
た
の
か
、
効
果
的
だ
っ
た
の
か

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
報
告
は
、
町
の
家
計
簿
と
も
い
え

る
も
の
。
我
が
町
の
状
況
は
？

歳
入
（
収
入
）
総
額
89
億
２

９
４
１
万
３
千
円
は
、
町
税
や

財
産
収
入
な
ど
の
自
主
財
源
と
、

国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
・
補
助

さ
れ
る
依
存
財
源
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
と
は
町
が
自
主
的

に
収
入
で
き
る
財
源
の
こ
と
。

依
存
財
源
と
は
、
国
や
県
の
意

志
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
額
を

交
付
さ
れ
る
財
源
の
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
収
め
て
い
た
だ

い
た
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、

１
人
あ
た
り
で
起
算
す
る
と
約

９
万
２
千
円
を
納
め
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■地方交付税
国の所得税、法人税、酒
税、消費税、たばこ税のそ
れぞれ一定割合の額を、
基準に基づき国から交付
されるお金
■地方譲与税
国から国税として徴収し
た租税を、譲与されるお
金
■国庫、県支出金
事業を行うための国、県
からの負担金及び補助金
など
■町債
事業などを行うために借
り入れたお金

□町税
町の皆さんから納めてい
ただいた町民税や固定資
産税などの税金
□繰入金
各種基金などから一般会
計へ繰り入れたお金

一
般
会
計
　
　

町税は１人あたり
９万２千円納めていた
だいたことになります。

----------------依存財源

----------------自主財源

歳入項目
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シ
ッ
テ
ホ
シ
イ
…

歳
出
（
支
出
）
総
額
85
億
２

４
５
０
万
２
千
円
は
、
国
保
及

び
老
人
医
療
会
計
へ
の
繰
出
金

を
含
む
民
生
費
17
億
１
４
２
４

万
５
千
円
が
最
も
多
く
、
つ
い

で
道
路
改
良
事
業
な
ど
の
道
路

経
費
を
含
む
土
木
費
の
14
億
６

９
３
７
万
４
千
円
な
ど
が
主
な

支
出
で
す
。

歳
出
決
算
額
を
み
な
さ
ん
１

人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
46

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成18年一般会計支出
85億2,450万２千円

町民１人あたり
46万１千円の支出

■議会費
町議会議員等への報酬や手当、議会広
報発行など議会の運営にかかる費用
■総務費
役場管理費や人件費、峡南広域行政組
合負担金、選挙、広報紙発行などにか
かる費用
■民生費
社会福祉に関するもの、つむぎの湯な
どの維持管理にかかる費用
■衛生費
総合健診や母子保健、公害対策、ごみ
など環境衛生にかかる費用
■農林水産業費
農道整備や土地改良事業など農林業の
振興にかかる費用
■商工費
商工会運営費補助ほか商工業の振興に
かかる費用
■土木費
道路の建設・改良や河川の整備、町営
住宅の建設および維持管理などにかか
る費用
■消防費
消防団活動や防災のまちづくりにかか
る費用
■教育費
学校教育や社会体育、生涯学習にかか
る費用
■公債費
町が建設事業などを実施するときに借
りたお金の返済にかかる費用

歳出項目
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平成18年度に行われた
主な事業の実績

市川地区中央部まちづくり事業
（土木費）3,252万８千円

市川地区中央部の景観を生かしつつ、
道路、水路、広場、防火水槽などの整
備を行いました。（写真・柿の木の辻）

市川三郷町第１次総合計画策定事業
（総務費）527万１千円

長期的な展望に立ち進めるために、ま
ちの将来像を掲げ施策を明らかにする
総合計画を策定しました。

みたまの湯施設増改築事業
（商工費）4,187万７千円

みはらしの丘「みたまの湯」に厨房、
休憩室、ボディケア室を増築しました。
（写真・みたまの湯）

防災基盤整備事業
（消防費）１億275万円

大規模地震、その他の災害に備え耐震貯
水槽や防災備蓄倉庫などの整備を進め
ました。（写真・市川大門防災備蓄倉庫）

中山間地域総合整備事業
（農林水産業費）１億2,344万２千円
生産条件が不利な中山間地域におい
て、農業・農村の活性化を計るための整
備をしました。（写真・川浦ほ場整備）

公営住宅整備事業（岩間地区）
（土木費）４億1,790万円

町営住宅岩間団地、西河原地域交流セン
ターの建設、周辺道路改良工事などを行い
ました。（写真・西河原地域交流センター）

放課後児童健全育成事業
（民生費）2,484万８千円

就労などで保護者が昼間いない児童に
対し、放課後の生活の場をあたえ、安
全と健全育成を守っています。

町道大鳥居踏切移転拡幅事業
（土木費）6,571万円

県道とバイパスを結ぶ連絡道として、
町道波柳線を新設。それにともない身
延線をわたる踏切移転を行いました。

コミュニティバス運行事業
（総務費）201万３千円

安全安心対策事業（国民保護計画他）
（消防費）302万９千円

子育て支援センター事業
（民生費）423万３千円

地域福祉、障害者基本福祉計画策定事業
（民生費）346万５千円

市川本町駅前広場整備事業
（商工費）4,034万１千円

公営住宅建設事業（町営富士見住宅）
（土木費）４億1,790万円

ＣＡＰ・スクールリーダー事業
（教育費）254万７千円
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特
別
会
計
に
は
、
下
の
表

の
と
お
り
た
く
さ
ん
の
事
業

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
私
た
ち

の
生
活
に
深
く
関
わ
り
の
あ

る
も
の
で
す
。
な
か
で
も
老

人
保
健
・
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
公
共
下
水
道
な

ど
の
各
特
別
会
計
が
突
出
し

て
お
り
、
福
祉
や
生
活
環
境

に
配
慮
し
た
事
業
の
推
進
が

見
て
と
れ
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
と
は
、
民

間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
事
業

で
収
益
を
あ
げ
て
、
そ
の
収

益
に
よ
り
運
営
を
行
っ
て
い

る
会
計
で
す
。
本
町
で
は
上

水
道
事
業
と
病
院
事
業
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
経
営
活
動
に

と
も
な
う
収
益
的
収
入
・
支

出
、
将
来
に
わ
た
る
設
備
の

改
良
な
ど
に
と
も
な
う
資
本

的
収
入
・
支
出
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
に
対
す
る
支

出
の
不
足
額
は
、
積
立
金
な

ど
で
補
て
ん
し
ま
す
。

特別会計・公営企業会計　

特別会計の歳入・歳出額

公営企業会計の歳入・歳出額

実質公債費比率とは、標準的な財政規模に対する公債費や、
公営企業債に対する繰出金など公債費に準ずるものを含めた
実質的な公債費相当額の占める割合の過去３年度間の平均を
言います。この比率が18％以上になると地方債の発行に際し
許可が必要となります。
平成16～18年度の市川三郷町の比率は18.３％。原因は主に

下水道事業への繰り出し金が影響してると思われます。
町では比率を適正化する計画書を作成し、改善に努めてい

きます。

実質公債費比率
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最
近
、
猫
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て

い
ま
す
。
「
庭
や
玄
関
先
に
糞
尿
を
さ

れ
て
困
る
」
「
花
壇
や
植
木
を
荒
ら
さ

れ
た
」
「
倉
庫
や
庭
で
野
良
猫
が
子
猫

を
産
ん
で
し
ま
っ

た
」こ

れ
ら
す
べ
て

が
猫
の
責
任
で
し

ょ
う
か
？

猫
を
飼
っ
て
い

る
方
や
エ
サ
を
与
え
て
い
る
方
は
、
も

う
一
度
つ
ぎ
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

『
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
』

猫
が
ト
イ
レ
を
選
ぶ
際
に
重
要
な
の

が
足
の
裏
の
感
触
で
、
一
般
的
に
は
手

触
り
の
よ
い
細
か
い
砂
な
ど
を
好
み
ま

す
。
従
っ
て
、
猫
が
家
の
外
に
出
て
い

る
と
、
庭
や
花
壇
を
荒
ら
す
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
猫
は
ト
イ
レ
の

し
つ
け
を
し
て
室
内
で
飼
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

『
不
妊
去
勢
手
術
は
し
て
い
ま
す
か
？
』

平
成
17
年
度
に
は
全
国
で
22
万
６
千

７
０
２
匹
、
山
梨
県
で
は
２
千
３
０
９

匹
の
猫
が
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
妊

去
勢
手
術
は
か
わ
い
そ
う
な
命
を
作
ら

な
い
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。ま
た
、

不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
年
中
精
神
的
に
安
定
し
て
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
な
ど

健
康
上
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。

不
幸
な
猫
が
生
ま

れ
な
い
よ
う
飼
い

主
と
し
て
責
任
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
エ
サ
を

あ
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
繁
殖
力
が
旺

盛
に
な
り
ま
す
の

で
、
無
責
任
に
エ

サ
を
あ
げ
る
こ
と

も
や
め
ま
し
ょ
う
。

『
名
札
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？
』

あ
な
た
の
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
り
、

不
慮
の
事
故
に
あ
っ
て
家
に
戻
れ
な
く

な
っ
た
と
き
、
発
見
さ
れ
て
も
名
札
が

な
け
れ
ば
あ
な
た
に
連
絡
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
室

内
飼
い
の
猫
で
あ
っ

て
も
名
札
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

『
猫
の
健
康
と
安
全
の
た
め
室
内
で
飼

い
ま
し
ょ
う
』

猫
は
エ
サ
が
十
分
に
与
え
ら
れ
て
い

て
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
空
間
が
あ
れ

ば
、
外
に
出
な
く
て
も
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
む
し
ろ
外
に
出
る

こ
と
で
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
、
他
の

猫
か
ら
病
気
に
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
活
発
な
猫
の
場
合
に
は
キ
ャ
ッ

ト
タ
ワ
ー
を
置
い
た
り
、
高
低
差
を
つ

け
る
よ
う
に
家
具
の
配
置
を
変
え
て
あ

げ
る
こ
と
で
室
内
で
も
十
分
に
運
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
当
に
猫
を
可
愛
が
っ
て
い
る
の
な
ら

室
内
で
飼
う
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

『
飼
い
主
の
責
任
を
考
え
ま
し
ょ
う
』

人
と
猫
が
共
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
マ
ナ
ー
が
必
要
で
す
。
猫
が
好
き

な
人
も
嫌
い
な
人
も
気
持
ち
よ
く
暮
ら

せ
る
よ
う
、
飼
い
主
の
責
任
を
考
え
ま

し
ょ
う
。
あ
な
た
が
責
任
を
も
っ
て
飼

え
る
の
は
何
匹
な
の
か
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

猫
の
飼
い
方

も
う
一
度
考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

人
と
ね
こ
が
共
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
マ
ナ
ー
が
必
要
で
す

町
で
は
『
飼
い
犬
等
に
よ
る
危
害
を
防
止
す

る
条
例
』
に
基
づ
き
、
パ
ト
ロ
ー
ル
・
指
導
を

行
い
ま
す
。

『
ふ
ん
』
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
り
、
他
人

の
土
地
に
埋
め
た
り
す
る
行
為
は
条
例
違
反
に

あ
た
り
、
５
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。
公
害
化
し
た
『
ふ
ん
害
』
を
改
善
す
る
た

め
に
は
、
も
う
、
こ
こ
ま
で
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
つ
い
う
っ
か
り
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
散
歩
を
し
ま
し

ょ
う
。

『
ふ
ん
』
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

５
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
ま
す

か
ん
た
ん
な
フ
ン
の
回
収
方
法

散
歩
を
す
る
と
き
に
は
、
ポ
リ
袋
を

常
に
携
帯
し
、『
ふ
ん
』
を
し
た
時
に
は

ポ
リ
袋
の
中
に
手
を
い
れ
手
袋
の
よ
う

に
し
ま
す
。『
ふ
ん
』
を
つ
か
ん
だ
ら
裏

返
し
に
し
回
収
し
ま
す
。
回
収
し
た

『
ふ
ん
』
は
も
え
る
ご
み
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

『
ふ
ん
』
害
を

防
止
す
る
た

め
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
始
め
ま
す
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試
行
運
行
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
。
今
ま
で
は
各
路
線
と
も
毎
日

運
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
１
日
よ
り
路
線
に
よ
っ
て
曜
日
で
の
運

行
に
な
り
ま
す
。

■
三
珠
線
┰
月
〜
金
曜
日
　
■
山
保
線
┰
月
・
水
・
金
曜
日

■
大
同
線
┰
火
・
木
曜
日
　
■
六
郷
線
┰
月
〜
金
曜
日

（
各
路
線
と
も
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
運
休
し
ま
す
）

運
行
ル
ー
ト
、
運
行
時
刻
も
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
確
認
下
さ
い
。

※
試
行
運
行
期
間
は
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。



上
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に
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け
た
か
な
？

8

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

９月届出分

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

元
気
に
育
っ
て
ね

す
ば
ら
し
い

ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

＝
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

（敬称略）

地域の話題や情報をおよせ下さい！
総務課広聴広報係┒055-272-1102

〔写真上〕市川６区の消火器訓練
〔写真右上〕テレビ会議システムを使
っての情報収集の様子（役場本庁舎）
〔写真右〕放水訓練（大塚桃林橋）

９月２日、町内各地で防災訓練
が行われました。災害、特に大地
震は必ずやってきます。
その時に備えて、防災の心がけ

はいつも忘れずにいたいですね。

８月25日、山梨大学まちづくりサークル「ファ
ン・イン・コミュニティ」は市川地区中央部まちづ
くり拠点で、和紙を使った紙バック作りを行いまし
た。これは市民と学生による協同まちづくり活動の
一環として、市川地区まちづくり懇談会の協力で行
われたものです。
参加した子ども達は、学生の指導を受けながら手

提げバックをつくり、思い思いの絵を描くなど、手
作りの楽しさを味わいました。

市川三郷子どもクラブ親睦球技大会
六郷富士見スポーツ公園（８／26）
町内から11チームが参加し、グラウンドゴルフ大会が行われました。
団体の部１位　落居５・６区子どもクラブ
個人の部１位　上田敏生くん（六郷）

富
士
見
保
育
所
、
市
川
保
育
所
、
合
同
で

行
わ
れ
た
書
道
教
室
の
様
子

（
９
／
４
市
川
保
育
所
）
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９月７日、市川大門町民会館にて町ＰＴＡ連絡協議会主催
による「教育講演会」が開催され、すげ臨床心理相談室の菅
弘康先生が『親・子のこころ、その光と影』と題し、講演を
行いました。
「心の健康とは“その人がその人らしく生きること”」と説
いた先生は、心の成長過程をたどる中で、子ども達の心の成
長を援助する具体例などをあげていきました。

■渡邊さくじ様（市川地区）より、社

会福祉に役立ててほしいと、社会福祉

協議会に３万円を寄付していただきま

した。

■望月信彦様（市川地区）より、実母

ハマさんが入所中お世話になったお礼

として、ケアセンターいちかわに５万

円を寄付していただきました。

文
化
の
秋
、
町
内
の
各
中
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

工
夫
を
こ
ら
し
た
学
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
学
校
、
学
年
と
も
学
園
祭
の
時
期
が
９
月
中
旬
と

夏
休
み
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
休
み
中

も
練
習
に
励
ん
で
き
た
そ
う
で
す
。

▲市川中学校、第46回稜風祭。進路について描いた３
年生による演劇『生きる』。（９／９）

▲六郷中学校、2007桜樹祭。コミカルな演
技を見せてくれた１年生演劇『名（迷？）
探偵は二人ぼっち』（９／15）

「
敬
老
の
日
」
は
、
お
年
寄

り
に
感
謝
と
敬
意
を
込
め
て
長

寿
を
お
祝
い
す
る
国
民
の
祝
日

で
す
。
本
町
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
５

５
１
０
人
で
昨
年

よ
り
64
人
増
え
て
い
ま
す
。

▲鴨狩津向の敬老会は、※いきやり会の協力のも
と催され、親睦会やレクレーションの前に健康体
操を行いました。（９／７つむぎの湯）

※いきやり会＝ふれあい推進員による地域ボランティ
ア。旧六郷町時に組織され、活動としては主に地域の
お年寄りのふれあいの場を提供している。「いきやり」
とは甲州弁で「息抜き」という意。

▲高田地区敬老会では千祥流すみれ会を中心
に、公民館利用団体と参加者が一緒になって
踊りました。（９／16高田地区公民館）



【本　 館】┒055（272）8888【三珠分館】┒055（272）1204
【六郷分館】┒0556（32）2002

図書館に響いたジャズの調べ
９月７日、町立図書館本館でジャズコンサート

が開催されました。
演奏したのは町内外で活躍するグループ「ジャ

ストサウンドオーケーストラ」のメンバー。
この日の観客40人の中には熟年世代に加えて、

中学生・高校生の姿も見られ、図書館内に響くジ
ャズの調べに酔いしれました。

図書館内（本館）で行われたジャズコンサート

2008年版　

山梨県民手帳予約受付中
サイズ：82mm×145mm 表紙：ワイン色のレザー調

※昨年は組にて取りまとめていましたが、

今年は個人での申し込みになります。

【手帳の内容】

●山梨ガイドマップ ●日記（行事予定表、ふる

さとの祭り・行事、長寿やまなし県民憲章） ●郷

土編（郷土自慢、県の位置、主要山岳河川湖沼、盆

地をとりまく山々、甲州方言番付表、県の歌、県民

愛唱歌、県内観光ボランティアガイド一覧） ●統

計編（山梨県主要指標、統計でみる山梨のすがた）

●名簿編（各種議員等名簿） ●生活編（暮らしの

相談窓口、警察署一覧、市町村所在地等一覧、在県

主要官庁等一覧、県の主要行政機関一覧、山梨県内

公立図書館、諸届、計量単位換算表） ●全国主要

都市地下鉄路線図

【販売価格等】価格500円

※20冊より、名入れが可能です（実費）。裏表紙へ

金文字で印刷いたします。

※住所録（差込み用）80円を別売りにて販売いたします。

※代金は手帳引き渡し時にお支払い下さい。

【申込方法】電話にて町企画課企画政策係へ申し込む

か、または注文書に必要事項を記入し次の申込先へお

申し込みください。

※注文書は役場（本庁及び支所）窓口にも設置して

あります。

【申込先】!～$のいずれかへお申し込みください。

!企画課企画政策係 〒409-3601市川三郷町市川大

門1790-3 ┒055-272-1103／FAX055-272-2525

"三珠支所庶務係 〒409-3612市川三郷町上野

2714-2 ┒055-240-4153／FAX055-240-4154

#六郷支所庶務係 〒409-3244 市川三郷町岩間

495 ┒0556-32-2111／FAX0556-32-2887

$大同出張所 〒409-3603市川三郷町黒沢798┒／

FAX055-272-1504

【申込期限】平成19年10月10日（水）

【お届け時期】11月初旬（予定）

2008版山梨県民手帳注文書
切り取り線

切
り
取
り
線

■図書館カードが新しくなります。
町内３つの図書館がネットワークで結
ばれるため、全ての図書館を１枚のカ
ードでご利用になれます。
■貸出冊数と期間
図書・雑誌は合わせて10冊まで15日間。
視聴覚資料は本館のみ２点までで８日間。
※図書・雑誌・紙芝居はどちらの図書
館へも返却可能です。但し、ビデオや
DVDなどの視聴覚資料は本館のみです。
■開館時間
本館：午前９時～午後５時

（毎週木曜日は午後７時まで）
三珠分館：午前９時～午後５時
六郷分館：正午～午後７時
■休館日
３館とも毎週月曜日と祝日が休館にな
ります。

今後も、皆様のニーズにお応えし、サービス向上

に努め、気軽に・気持ちよく利用できるよう職員一

同努力いたします。長期休館でご迷惑をおかけいた

しますが、よろしくお願します。

この秋図書館が新しく生まれ変
わるため準備に入ります。

★
こ
の
秋
、図
書
館
が
変
わ
り
ま
す



■受付時間 午前診療科目┭AM８:00～11:30

午後診察科目┭下表参照

（土曜・日曜日・祝日の受付はありません）

市川三郷町立病院 ┒055-272-3000

■診察科目　内科・整形外科

■診察日時　◎月・火・木・金曜日（午前９時～正午、午

後２時～５時）◎水・土曜日（午前９時～正午）

◎整形外科診察は第１・３・５木曜日の午後からです。

◎９月29日は都合により休診します。

三珠国民健康保険診療所 ┒055-272-7111

■□■心配ごと相談
三珠地区17日④13:30～16:00三珠総合福祉センター
相談室【問】町社協三珠支所┒055-272-2881
市川地区11日⑤13:30～16:00町福祉保健総合ステーシ
ョン相談室【問】町社協市川支所┒055-272-4179
六郷地区11日⑤13:30～16:00町役場六郷支所２階和
室【問】町社協六郷支所┒0556-32-3847
■□■行政相談
三珠・市川地区11日⑤14:00～16:00町総務課庶務係
┒055-272-1102
六郷地区11日⑤14:00～16:00町役場六郷支所庶務係
┒0556-32-2111
■□■巡回児童相談所＝町いきいき健康課子育て支
援係┒0556-32-2114
■□■教育相談＝町教育委員会┒055-272-6093へ
■□■健康なんでも相談＝15日（月）13:30～３:00三
珠健康管理センター・六郷ふれあいセンター【ふだ
んの相談は町いきいき健康課健康増進係へ┒0556-
32-2114】

10月の各種相談窓口

※予定が変更になる場合があります。詳しくは、町立
病院へお問合せください。

■予約、変更、取り消し等は、専用ダイヤル┒055-
272-5311まで［午後１時～４時（土・日、祝日を除く）］

■診療科目　午前診療科目：○　午後診療科目：◎

インフルエンザ予防接種のお知らせ
【期間】10月29日（月）～11月22日（木）

［土・日・祝日を除く］午後２時～３時
【料金】3,500円
【予約人数】１日40人
【予約方法】窓口受付か、電話にてお申し込み下さい。
※予約接種期間以後に予約される方は、診療時間内に受
付までお申し込み下さい。なおワクチンがなくなり次第
終了となります。

手づくりの「ふるさと秋祭り」として、季節の

恵み、地場産業の印章等の魅力を大いにＰＲし、

六郷地区を会場に地場産業印章等の振興と人々が

楽しくふれあう秋祭りです。

【１部】印章供養祭　

【日時】10月１日（月）午前９時３０分～

【場所】富士見ふれあいの森公園内『印章の塔』

【２部】地場産業まつり

【日時】11月４日（日）午前１０時～

【場所】町役場六郷庁舎前庭会場

○印章篆刻表彰（六郷町民会館内）

○野外ステージイベントコーナー

○屋台コーナー

○地場産業コーナー

○ふれあいコーナー

【３部】文化祭　

【会場】六郷町民会館（盆栽展：前庭会場）

●芸能発表11月４日（日）午後12時30分～

●文化展11月３日（土）・４日（日）午前９時～

●盆栽展11月４日（日）午前１０時～

【問い合わせ】ふるさと秋祭り実行委員会事務局

（産業振興課商工観光係）┒055-240-4157
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町
で
は
、「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
八

代
」
に
勤
務
す
る
臨
時
訪
問
看
護
師
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
看
護
師

┰

１
名

【
応
募
要
件
】
看
護
師
資
格
・
３
年
以
上
の
経

験
・
年
齢
50
才
以
下
・
運
転
免
許
を
有
す
る

方【応
募
方
法
】
履
歴
書
（
写
真
付
き
）、
有
資

格
免
許
の
写
し
、
健
康
診
断
書
を
提
出
。

【
募
集
期
間
】
10
月
１
日
②
〜
10
月
26
日
⑥

﹇
土
・
日
は
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分
﹈

【
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
先
】「
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
八
代
」
市
川
三
郷
町
市

川
大
門
４
１
６
番
地
　
市
川
三
郷
町
福
祉
保

健
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
　
┒
０
５
５
（
２

７
２
）
５
１
９
４

山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
次
の
と
お
り
「
県

下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

法
律
的
な
ご
相
談
で
し
た
ら
ど
の
よ
う
な

内
容
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
11
月
９
日
（
金
）
午
後
５

時
ま
で
に
町
総
務
課
庶
務
係
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
定
数
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
13
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
４
時

【
場
所
】
町
役
場
本
庁
舎
２
階
第
１
会
議
室

【
相
談
者
人
数
】
６
人（
相
談
時
間
１
人
30
分
）

【
問
い
合
わ
せ
】
町
総
務
課
庶
務
係
┒
０
５
５

（
２
７
２
）１
１
０
２

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
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孔
子
の
精
神
を
伝
え
る
「
孔
子
正
学
」
と

い
う
独
自
の
学
問
を
主
張
し
、
塾
を
開
き
教

育
活
動
を
展
開
し
た
市
川
大
門
の
儒
医
、
座

光
寺
南
屏
（1

7
3
5

〜1
8
1
8

）。「
甲
斐
の
三

筆
」
の
１
人
と
称
さ
れ
る
彼
の
書
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
４
日
⑤
〜
８
日
②
　
午
前
10
時

〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

【
場
所
】
山
交
百
貨
店
５
階
催
事
場

【
問
い
合
わ
せ
】
蕩
墨
書
道
會
代
表

中
込

┒
０
９
０
（
４
４
５
７
）
０
３
９
５

眼
科
医
か
ら
「
あ
な
た
の
目
の
病
気
は
、

網
膜
色
素
変
性
症
で
す
。
治
療
法
は
確
立
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
病
気
の
進
行
を
止
め
る
こ

と
も
出
来
ま
せ
ん
。
」
と
告
げ
ら
れ
、
一
人

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
下
記
の
と
お

り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
場
所
】
▼
１
回
目：
10
月
６
日
⑦
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分
・
ぴ
ゅ
あ
富
士
３

階
小
研
修
室
┒
０
５
５
４（
４
５
）１
６
６
６

▼
２
回
目：

12
月
１
日
⑦
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
30
分
・
山
梨
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
３
階
学
習
室
┒
０
５
５（
２
２
４
）２
９
４
１

【
対
象
者
】
網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者
さ
ん
、

ま
た
は
そ
の
ご
家
族

【
対
応
者
】「
山
梨
網
膜
色
素
変
性
症
患
者
の

会
」
会
長
　
穗
阪
和
宏

【
参
加
料
】
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
各
回
開

催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

座
光
寺
南
屏
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
甲
斐
の
三
筆
展
」
開
催

網
膜
色
素
変
性
症
ピ
ア
相
談
会

山
梨
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

山
梨
県
弁
護
士
会
・
町
総
務
課

み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
難
病
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
太
田
町
９
ー

１
）
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
┒
０
５
５

（
２
２
３
）
３
２
４
１

な
お
、
当
日
以
外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
自
衛
官
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。

▼
２
等
陸
海
空
士
・
男
子

【
受
験
資
格
】
18
歳
以
上
27
歳
未
満

【
試
験
日
程
】
10
月
20
日
（
土
）
・
11
月
以
降

の
実
施
予
定
あ
り

【
受
付
期
間
】
各
試
験
前
日
ま
で

▼
予
備
自
衛
官
補
　
男
女
　

【
受
験
資
格
】
18
歳
以
上
34
歳
未
満

【
試
験
日
程
】
10
月
20
日
（
土
）

【
受
付
期
間
】
10
月
15
日
（
月
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】
自
衛
隊
南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ

ン
タ
ー
┒
０
５
５（
２
８
３
）５
１
５
０

今
春
の
山
梨
県
に
お
け
る
は
し
か
の
流
行
を

振
り
返
り
、
医
療
・
保
健
・
保
育
・
教
育
関
係

者
が
現
状
と
、
今
後
の
は
し
か
排
除
の
課
題
に

つ
い
て
討
論
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
14
日
①
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】
山
梨
大
学
医
学
部
　
臨
床
大
講
堂
　

【
入
場
料
金
】
無
料

※
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
厚
生
病
院
小
児
科
┒
０

５
５
３（
23
）１
３
１
１

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

臨
時
訪
問
看
護
職
員
募
集

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
八
代

市川アカデミー
気軽に行講座

演題
『
ま
ち
の
予
算
に
つ
い
て
』

【
講
師
】
久
保
眞
一
　
町
長

【
日
時
】
10
月
18
日（
木
）午
後
７
時
30

分
〜
午
後
９
時

【
場
所
】
市
川
大
門
町
民
会
館
視
聴
覚
室

※
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

係
┒
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
４

市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
は
し
か
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
」

日
本
小
児
科
学
会
山
梨
地
方
会

元
気
で
楽
し
く
活
気
の
あ
る
町
、

優
し
く
温
か
い
町
…
だ
っ
た
ら
い
い
ね

第
３
回

み
さ
と
の
秋
ま
つ
り

10
月
14
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

【
会
場
】
大
門
碑
林
公
園

■
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト(

展
示
即
売
会
）

■
み
さ
と
絵
画
展

■
百
鬼
丸

即
興
切
り
絵
　

■
切
り
絵
体
験
教
室

■
み
さ
と
の
茶
席
　

■
音
楽
会
（
ジ
ャ
ス
ト
サ
ウ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
・
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
・
六
郷

「
響
」
太
鼓
・
市
川
管
内
保
育
所
園

児
太
鼓
・
手
作
り
楽
器
合
同
演
奏
）

※
縁
日
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
他
イ
ベ
ン

ト
多
数

【
問
い
合
わ
せ
】
み
さ
と
の
会
　
┒
０
５

５
６（
32
）３
８
６
７

10月14日（日）午前９時30分～午後３時
【場所】四尾連湖畔子安神社　【問い合わせ】山保地区公民館┒055-272-1472



都
市
計
画
法
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
下

水
道
変
更
案
を
次
の
日
程
で
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

ま
た
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
市
川
三
郷

町
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
都
市
計
画
の
種
類
】
市
川
大
門
都
市
計
画
下
水
道

【
縦
覧
期
間
】
10
月
12
日
④
〜
10
月
25
日
の
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
　

【
場
所
】
町
役
場
本
庁
舎
２
階
建
設
課
及
び
三

珠
支
所
、
六
郷
支
所
　

【
問
い
合
わ
せ
】
建
設
課
町
都
市
計
画
係
┒
０

５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
０
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次回の納期
10月31日

●
国
民
健
康
保
険
税
（
第
４
期
）

町
税
務
課
┒
０
５
５（
２
７
２
）１
１
０
４

(

口
座
振
替
の
方
は
、
口
座
の
残
高
確
認
を
！)

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
団
地
】
町
営
住
宅
岩
間
団
地（
Ｈ
18
年
築
）

【
所
在
地
】
岩
間
４
４
１
８
ー
１
番
地

【
募
集
戸
数
】
１
戸（
１
Ｄ
Ｋ
）６
畳

７
・.

４
畳（
Ｄ
Ｋ
）

【
構
造
規
模
】
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

【
住
宅
の
家
賃
】
前
年
度
の
収
入
金
額
に
よ
り
決
定

【
敷
金
】
入
居
時
に
お
け
る
家
賃
の
３
ヶ
月
分

※
入
居
資
格
等
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
く
は

町
建
設
課
町
営
住
宅
係
┒
０
５
５（
２
７
２
）６
０

９
０
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
な
た
の
お
知
り
に
な
り
た
い
法
務
局
の
業

務
に
関
す
る
ど
ん
な
相
談
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
訟
務
、
人
権
擁
護
及

び
成
年
後
見
登
記
に
関
す
る
事
務
等
で
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
、
不
明
な
点
等
の
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
し
、
事
前
の
予
約

等
特
別
な
手
続
き
も
不
要
で
す
。

【
日
時
】
10
月
28
日
①
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】
甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室
（
甲

府
市
北
口
１
ー
２
ー
19
）

【
相
談
内
容
】
▽
土
地
や
建
物
、
会
社
等
の
登

記
の
手
続
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
こ
と
▽
相

続
問
題
、
遺
言
等
に
関
す
る
こ
と
▽
児
童
・
生

徒
の
「
い
じ
め
」「
体
罰
」
に
関
す
る
こ
と
等

【
問
い
合
わ
せ
】
甲
府
地
方
法
務
局
┒
０
５
５

（
２
５
２
）
７
１
５
１

※
業
務
時
間
外
は
通
じ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

消
防
法
施
行
令
で
収
容
人
員
が
３
０
０
人
以

上
の
特
定
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
に
対
し

て
、
５
年
に
１
度
の
「
再
講
習
」
を
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
防
火
管
理

「
再
講
習
」
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
講
習
対
象
者
】
特
定
防
火
対
象
物
に
お
い
て
収

容
人
員
が
３
０
０
人
以
上
の
対
象
物
で
、
防
火

管
理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る
者
で
甲
種
防
火
管

理
講
習
の
終
了
日
が
平
成
14
年
３
月
31
日
以
前

の
方
、
及
び
甲
種
防
火
管
理
者
講
習
会
の
終
了

日
が
平
成
14
年
４
月
１
日
以
後
で
５
年
目
の
方
。

【
日
時
】
11
月
15
日
⑤
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

【
場
所
】
峡
南
広
域
消
防
本
部
２
階
会
議
室

【
申
込
受
付
】
10
月
５
日
⑥
ま
で
（
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

【
受
付
場
所
】
峡
南
広
域
消
防
本
部
・
各
消
防
署

【
受
講
申
込
】
受
講
希
望
者
は
、「
受
講
申
込
書
」

へ
受
講
料
の
２
千
円
と
、
甲
種
防
火
管
理
者
講

習
終
了
証
を
添
え
て
本
人
が
申
し
込
む
。

※
「
受
講
申
込
書
」
は
、
峡
南
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
及
び
各
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
。

【
定
員
】
50
名

【
問
い
合
わ
せ
】
峡
南
広
域
行
政
組
合
消
防
本

部
┒
０
５
５（
２
７
２
）７
６
１
３

山
梨
調
停
協
会
鰍
沢
支
部
で
は
、
次
の
と
お

り
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
23
日
③
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
身
延
町
中
富
総
合
会
館

【
相
談
内
容
】
交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係
、
土

地
・
建
物
賃
貸
借
関
係
、
相
続
財
産
・
夫
婦
・

家
庭
内
の
紛
争
、
サ
ラ
金
の
返
済
関
係
、
そ
の
他

【
相
談
担
当
者
】
山
梨
調
停
協
会
鰍
沢
支
部
　
民

事
・
家
事
調
停
委
員

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
簡
易
裁
判
所
┒
０
５
５

６
（
22
）０
０
４
０

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
建
設
課
町
営
住
宅
係

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

甲
府
地
方
法
務
局

甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習
会

峡
南
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

平
成
19
年
度
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
調
停
協
会
鰍
沢
支
部

●
町
県
民
税
（
第
３
期
）

【日時】12月８日⑦　開場：午後１時　開

演：午後１時30分　終演予定：午後３時

50分

【会場】歌舞伎文化公園ふるさと会館

【入場申し込み方法】

※入場無料　

※郵便往復はがきでお申し込みください　

※はがき１枚で２名様の入場可能　

■往信面裏面に、!郵便番号・住所、"

名前#電話番号を、返信面表面に、! 郵

便番号・住所、"名前をご記入ください。

なお、応募多数の場合は抽選となります。

【あて先】〒409-3601市川三郷町市川大門

1790-3 市川三郷町役場福祉支援課「NHK

公開すこやか長寿」係

【締め切り】11月20日（火）＜必着＞

【放送予定】12月13日（木）午後８時～８

時30分（教育テレビ）

【問い合わせ】町福祉支援課┒055-272-

都
市
計
画
下
水
道
変
更
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

町
建
設
課
都
市
計
画
係

※ご応募の際にいただいた個人情報は、抽選結果のご連絡
に使用させていただきます。また、NHKでは、受信料のお
願いに使用させていただくことがあります。

市川三郷町合併記念・NHK甲府放送局開局70年記念

NHK「福祉ネットワーク・公
開すこやか長寿」公開録画

※入場者募集

富士川流域の技

富士川街道「六斎市」
【日時】10月27日（土）～28日（日）

午前10時～午後４時
【場所】まちの駅あおやぎ宿・活性館
【内容】■富士川流域特産品マーケット
■天然酵母パンの販売■柚子餅つき大会
■富士川流域の味山の幸パエリア■富士川流域の
技を体験しよう！ワークショップ＆実演　他
【問い合わせ】富士川流域の技実行委員
会事務局┒0556-22-8941
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みんなで楽しく運動をして、「いつも若々しく」「元
気で長生き」の町を目指しましょう。
■初級・中級コース
市川大門町民会館　10月10日④ 13:30～15:30
大同地区公民館 10月12日⑥ 13:30～15:30
六郷ふれあいセンター　10月11日⑤ 14:00～16:00
■上級コース
三珠総合福祉センター10月９日③ 13:30～15:30
【講　師】保健師・ニードスポーツセンター運動指導士
【持ち物】上履き・フェイスタオル・飲み物
【参加費用】1回200円
【問い合わせ】いきいき健康課健康増進係

【期間】７月１日～11月30日まで
【対象】平成20年３月末日現在で
20歳以上の女性

【料金】（自己負担分）頸部検診1,500円
体部検診2,200円（医師が必要と認めた方）

【持ち物】すでに送付済みの受診票・問診票・保険証
申込者には受診票、検診指定病院一覧表を送付します。
※検診期間以外に受けた場合は実費になります。
※今から受診を希望される方は健康増進係まで連絡
をお願いします。

【対象者】接種日に65歳以上で、接種を希望される方
【接種期間】平成19年10月１日～平成20年１月31日
（接種を希望する医療機関の診療日において実施）
※必ず希望する医療機関へ電話予約をしてください。
【公費負担】一人１回のみ2,000円（差額については、
自己負担となります）
【持ち物】予防接種予診票・接種券・健康手帳
※65歳以上の方には、「通知文」「接種券・予診票」
「インフルエンザを受ける方へ」「インフルエンザと
予防接種（保存版の説明書）」を送付します。
※60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器の機能、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有
する方（国が定めた者）でインフルエンザ予防接種
を希望する方も対象となります。

【問い合わせ】いきいき健康課健康増進係

※健診時に使用した青色の封筒を必ず持参してくだ
さい。（封筒に受診番号があるため）

※健康手帳をご持参ください。

※22日の下九一色地区説明会は、下九一色地区の皆
様のみとさせていただきます。

※24日～26日は都合のつく会場にお出かけください。

※胸部レントゲンだけの受診者は対象外です。異常
のある方には後日お知らせします。

※ご理解ご協力を頂き、一日も早くお手元に結果が
届きますようお願い致します。

次の日程で三珠地区の住民健康診断結果説明会を
行います。

お子さんが夜間の急病時に小児救急医療機関に行
ったほうが良いかどうか迷ったら、電話をしてみて
下さい。小児科医の支援体制のもとに相談員が保護
者の判断の参考となるアドバイスをします。
【利用時間】毎日午後７時～午後11時
【相談内容】子どもの夜間の急な病気に対する受診の
必要性の有無
【電話番号】短縮ダイヤル「＃８０００」に電話
【問い合わせ】山梨県医務課医療企画担当┒055-223-1480

【日時】10月24日（水）午後１時３０分～
【場所】三珠地区健康管理センター
【対象】・妊娠５ヶ月以降の妊婦さん

・生後５ヶ月未満の乳児のご両親
【持ち物】エプロン
【参加費】無料
※申し込み制です。
【申込締切】10月19日（金）
【申し込み・問い合わせ】いきいき健康課子育て支援係



旧町以外の会場で、健診を希望される方は、「いきいき健康
課子育て支援係」までご連絡ください。

■□■乳児健診(４・７・１０・１３ヵ月児)
対象：平成18年９・12月、平成19年３・６月の出生児
持ち物 : 母子手帳、バスタオル
【三珠地区】
○と き 10月９日（火）
○受付時間 午後１時～１時30分
○と こ ろ 三珠健康管理センター
【市川地区】
○と き 10月11日（木）
○受付時間 午後１時～１時30分
○と こ ろ 市川大門町民会館１階和室
【六郷地区】
三珠・市川のどちらか都合の良い会場で受診して下さい。

■□■１歳６ヵ月児健診
対象：平成18年１月～３月の出生児
【市川地区】
○と き 10月４日（木）
○受付時間 午後１時～１時30分
○持 ち 物 母子手帳、、問診票
○と こ ろ 市川大門町民会館１階和室
【三珠地区】
○と き 10月23日（火）
○受付時間 午後１時～１時30分
○持 ち 物 母子手帳、問診票、歯ブラシ
○と こ ろ 三珠健康管理センター

■□■３歳児健診
対象：平成16年５月～７月の出生児
【三珠地区】
○と き 10月23日（火）
○受付時間 午後１時～１時30分
○持 ち 物 母子手帳、問診票、尿スティック、歯ブラシ
○と こ ろ 三珠健康管理センター

【とき・ところ】
◆10月２日（火）六郷ふれあいセンター
◆10月16日（火）市川大門町民会館１階保健室
◆11月６日（火）六郷ふれあいセンター

【受付時間】午前10時（時間厳守）
【持ち物】印鑑

みなさんの一番大切なものは何ですか？

「生命(いのち)」や「健康」と答える方が多いの

ではないでしょうか。

でも「健康に過ごせる健康づくり講演会」と、

「すぐに1億円儲かる講演会」が同一会場、同一時

間で行なわれたら…？きっと、一番大事なものは

健康と答えた方でも、金儲けの講演会に行く人が

多いのではないでしょうか。

「病気になって初めて健康のありがたみがわか

った」などと、よく耳にします。健康とは目に見

えるものではなく、また実感しにくいものです。

ですから健康を維持するには『忍耐』と『継続』

が必要です。

甘い物が好きで、２つ食べたいところを１つに

する、お酒をたくさん飲みたいけれど適量を守る、

など、これは忍耐ですね。また、これらを継続し

ていくと健康が維持でき、病気にならない、重症

化しないことにつながります。実は毎日の小さな

積み重ねが、大きな苦労もなく生涯を健康で過ご

せるコツなのです。わかっていてもなかなか実践

できないのが現実。しかし町民の皆さんがいきい

きと生活でき、町全体が元気になるためには、皆

さん一人ひとりの行動にかかっているのです。

そこで自分の体の状態を知り、ものさしとなる

「健康診断」を活用することが大切です。町では、

健康診断をきっかけとして、健康づくりの支援を

していきます。

子どもから高齢者それぞれの方が、妊婦・乳幼

児健診に始まり学校、

職場、町など、自身

の関係するところで、

まずは健診を受ける

ようにしましょう。

（保健師・一瀬）
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健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけください。

いきいき健康課┒0556-32-2114

■１回目　10月３日（水）午後１時30分～
【場所】市川大門町民会館１階和室
【内容】母乳について

（出産前後の心構えと具体的な方法）
【持ち物】母子手帳
■２回目　10月17日（水）午後１時30分～
【場所】市川大門町民会館１階和室
【内容】楽なお産のための妊婦体操とリラックス法
【持ち物】母子手帳、体操のできる服装

次の日程で六郷地区の住民健康診断を行います。
【場所】六郷ふれあいセンター
【受付時間】午前８時～11時
【日程・対象地区】
10月27日⑦　上仲・下仲・下町・下河原
10月28日①　落居１･２･３･４･５･６･７･８区
10月29日②　葛篭沢・宮原・五八・岩下・寺所
10月30日③　原・上手方・細田・岩間平団地・上町
10月31日④　楠補・鴨狩津向
※結核検診（レントゲン）［65歳以上］も上記の日程
で同時に開催します。
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【問い合わせ】総務課広聴広報係┒055-272-1101 三珠支所庶務係┒055-240-4153 六郷支所庶務係┒0556-32-2111
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